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よく、ここまで頑張った！

初の決勝戦、残
念ながら敗戦

７月１日待ちに待った、２００６京浜サテライトカップ決勝戦を今川公園野球場にて、横浜Ａ
ＴＬＡＮＴＡと行なった。この球場は、前回ノーヒットノーランを食らった球場。まー、そんな
心配は他所に、我が方の攻撃により、ゲームは始まったが。
最近貧打が続いているが、今日も例外に無かった。３人であっさり、攻撃を終了したその裏、先
頭打者を四球で歩かせた。その後、投手内野安打により、１、２塁。３番がまさかの犠打。これ
で、はやくもスコアリングポジションにランナーを背負う展開となった。４番に綺麗に右中間を
抜かれ、２点を献上した。初回こそ、制球に難があった、今日の志村であったが、２回以降は持
ちこたえ、０点の山を築いていった。しかし、我が方のバットは依然湿ったまま。膠着状態が５
回まで続いたが、２死後に、またもや４番に綺麗にセンターに打ち返され２塁打を喰らい、５番
にきっちり、返され、ダメを押された。振り返って見ると、散発２安打完封負け、三塁踏めず！
前回のこの球場でのゲームに非常に似通った内容、きっとこの球場に何かがあるのでは？
という位の攻撃であった。
ここまでを振り返ってみると、今日の試合に負けはしたが、ここまでよく頑張ったと評価出来
るのでは、ないか？と思う。一度潰れ掛けたチームが序々に復活し、大会にエントリーし、決勝
戦まで来た。一昔前なら、想像も出来ない快挙なのかもしれない。勢いで勝ち進み、最後は息切
れしてしまったけど、本当によく頑張ったと思う。これを糧にまた、チーム一丸となり、また目
標に皆で向かいたい！と節に思う。しかし、故障者リスト入りが多いのが心配事ですので、皆さ
んも自信のコンディションには気をつけて下さい。私も気をつけます。


